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 史跡等案内図

～史跡高密度スポットをじっくり
安祥城争奪戦（安城合戦）を偲ぶ～

大行日吉法印により隆盛をみた神道三河万歳

別郷廃寺跡から出土した瓦

大岡白山神社本殿

発掘された鴟尾の一部

大行日吉法印の堂 大行日吉法印坐像

神道三河万歳

農業倉庫

大行日吉法印の墓

事務所・共同利用工

➡この部分と

　考えられます

～健脚自慢へ…飛鳥時代から近世までの史跡をたどる～
 

東

部公民館

別郷廃寺跡 

大行日吉法印の墓Cコース（約３km50分）

Dコース（約4.5km80分）

消費カロリー  約150kcal

消費カロリー  約225kcal

大行日吉法印の堂

高木氏発祥の地

別郷廃寺跡

保科正直邸址

大岡白山神社

水月寺のシイ

東部公民館

山崎城址

別郷廃寺は、西三河最古の寺院のひとつで７世紀

後半（飛鳥時代）に建立が開始されたと考えられます。

また、市杵嶋姫神社には礎石と考えられる石が所

在しています。瓦と礎石の存在から、古代の瓦葺き礎石建物が存在したことは

明らかですが、建造物の規模や配置の解明を目的とした発掘調査が行われてお

らず、古代の寺院としての規模や構造は不明でした。

しかし、平成25年（2013）に行われた発掘調査で、大量の古代瓦や火舎・多口瓶・

大甕の破片などが出土し、寺院に伴う瓦葺き建物の存在がより確実になりまし

た。さらに鴟尾（屋根上に置く飾り瓦）の破片が出土したことにより、金堂が

存在したことが判明しました。

＜廃寺跡＞

⑲ 別
べ つ

郷
ご う

廃
は い

寺
じ

跡
あ と

三河万歳のはじまりは、室町時代

の初め頃とも戦国時代ともいわれて

います。江戸時代に時は降り、別所

村は三河万歳の拠点の一つとして由緒書が伝わっています。

由緒書では、松平氏第七代清康以来、松平家のための祈祷を行ってきたこと、

江戸幕府発足後も家康の命により三河万歳が推奨されてきたことなど、いかに

この土地と将軍家の縁が深かったかが、述べられています。

＜無形文化財＞

⑳ 安城の神
し ん と う

道三
み

河
か わ

万
ま ん ざ い

歳

日本デンマークと称される農業経

営の近代化の象徴となる産業組合の

一つとして、大正９年 (1920) に安城

東尾信用販売購買組合が発足しました。

現有の施設建物は、組合事務所、農業倉庫、共同利用工場の３棟です。

これらすべての建物が、市内で現存するのは東尾のみであり、貴重な事例と

なっています。

農業倉庫は、貯蔵室２室からなる土蔵形式で倉庫です。昭和 20 年（1945）の

三河地震で損傷したため、昭和 27 年（1952）に修理を行っています。

現在事務所は、東尾町内会公民館として利用されています。建造当初は木造

２階建、寄棟造、桟瓦葺の建物です。昭和 54 年（1979）に道路沿いに建って

いた旧状から現在の位置へ東に曳かれ、玄関も現在の位置に移されました。１

階は旧共同利用工場とつながっています。

旧共同利用工場は、精米麦・脱穀・肥料の粉砕など機械を用いた作業や集荷・

荷造りなど共同で行う作業をするための施設です。道路に面した西側を吹き放

ちの土間とし、木造平屋建、切妻造、桟瓦葺の建物です。

＜産業遺産＞

㉓ 旧
きゅうひがしお

東尾産
さんぎょう

業組
く み あ い

合関
か ん れ ん

連

水月寺のシイは、一本立の木としては市内随一の巨樹です。その枝張

りは東西 15 ｍ、南北 16 ｍにわたり、樹齢は 350 年位と推定されます。

明法寺のイブキは、枝張りが東西 9.5 ｍにわたるほどの樹勢です。市

内のイブキでは、本證寺に次ぐ巨樹であり、樹齢は 350 年と推定されます。

＜天然記念物＞

㉔ 水月寺のシイ	 ㉕ 明法寺のイブキ

大行日吉法印は、徳川家康の庇護

を受けて別所万歳を隆盛に導いたと

伝えられる人物です。

日吉法印は、別所の万歳を始めた尾張国熱田神宮薬師寺の僧玄海法師の跡を継

いだとされています。　西別所町には、墓碑と坐像を納めた堂が残り、位牌によれば慶長２年（1597）に没

しています。　地元では、毎年２月２日を「女の大行さん」、５月 16 日を「男の大行さん」と呼んで法要が

営まれ、現在に至ってもなお、三河万歳の功労者として地域の人々から敬愛されています。　　　

< 墓碑・堂宇 >

㉑㉒ 万歳隆盛の祖	大
たい

行
ぎょう

日
ひ

吉
よし

法
ほういん

印



安城市歴史博物館・安城市埋蔵文化財センター

■開館時間 AM9:00～PM5:00
（入館時間PM4:30まで）

■休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は開館）
年末・年始（12/28～1/4）

■歴史博物館観覧料
【常設展】
　
【特別展】一般：400円程度
　　　　　注 常設展も観覧可。
　　　　　※中学生以下は無料
 　　　　  ※団体（20人以上）、
　　　　　　障害者は割引有り。

一般：200円

利用のご案内

〒446-0026　愛知県安城市安城町城堀30番地
歴史博物館 TEL 0566-77-6655 FAX 0566-77-6600
埋蔵文化財センター TEL 0566-77-4490 FAX 0566-77-6600
URL http://www.city.anjo.aichi.jp

環境に優しい植物油インキを使用しています。2023.3  5,000(S)

※掲載されている文化財の中には、
個人所有のものがあり、生活の場で
もあります。見学の際には所有者に
承諾を得たり、ごみは持ち帰るなど
マナーを守るようお願いします。

知立市

　平安時代の西三河には大規模な荘
しょう

園
えん

が多くあり、安城市域とその周辺

は志
しきのしょう

貴荘の支配下でした。その中心

である荘館の周囲の四
よ

隅
すみ

に寺（東に常
じょう

福
ふく

寺
じ

、西に甲
こう

山
ざん

寺
じ

、南に多
た

宝
ほう

坊
ぼう

、

北に極
ごくらくぼう

楽坊）を建てたといわれています。

　安祥毘沙門天は、この極楽坊に福徳安全を祈願して祀られたものだっ

たとされています。

　《社寺》

①安
あ ん

祥
しょう

毘
び

沙
し ゃ

門
も ん て ん

天（極楽寺）

　（昭和 43 年３月 10 日   市指定）

　平安時代には、志貴荘の荘館があっ

たとする説がありますが、詳しくはわ

かりません。安城城が築かれるまで地
じ

頭
とう

の居館として使われ、後に松平氏も安城城攻防戦で、しばしば使っ

ていたといわれています。城郭ではなく、安城城よりも古い居館とい

うことで「古城」と呼ばれています。

　《館址》

② 安
あ ん

城
じょう

古
こ

城
じょう

址
し

 （昭和38年10月１日   市指定）

　徳川家康の祖父松平清
きよ

康
やす

に

従った家臣団とその家族は、出

陣に際し大岡・上条・桜井の各

社で武
ぶ

運
うん

長
ちょう

久
きゅう

を祈願したといわ

れています。これら三社は後に

家康によって社
しゃ

領
りょう

を寄
き

進
しん

され、三河三
さん

白
ぱくさん

山と呼ばれるようになりまし

た。天文２年（1533）に清康によって建立されたものの、兵火によっ

て消失したとされる本殿は、永禄 10 年（1567）に家康によって再建され、

現在では安城最古の建造物となっています。

　《社寺》

⑥ 大
お お お か

岡白
は く さ ん

山神
じ ん

社
じゃ

・本
ほ ん

殿
で ん

 （三河三白山/昭和43年４月１日  市指定）

 （本殿/平成19年11月３日   市指定）

　 永 亨 年 間（1429 ～

1440）に和
わ だ

田氏
し

の居館

として築かれたといわ

れています。もとは安
あん

城
じょう

城
じょう

と呼んでおり、安
あん

祥
しょう

城
じょう

と表記するように

なったのは、江戸時代

になってからのことで

す。

　 文 明 ３ 年（1471）、

岩
いわ

津
づ

城の松平信
のぶみつ

光が

謀
ぼうりゃく

略を用いて無
む

血
けつ

入
にゅうじょう

城

したといわれ、以後

安城松平４代 ( 親
ちか

忠
ただ

・

長
ながただ

忠・信
のぶ

忠
ただ

・清
きよ

康
やす

) の

居城となりました。

　大永４年（1524）、清康が岡崎城に本拠を移すと、安城城には松平の将が城

代となったようです。しかし、清康が尾
お

張
わり

国守山に出陣中、家臣によって殺害

された事件 ( 守
もり

山
やま

崩れ ) の後、清康の叔父で織田氏と関係の深い松平信
のぶ

定
さだ

（後

の桜井松平家）が実権を握りました。天文６年（1537）、清康の子
ひ ろ

広忠
ただ

（家康

の父）が今川氏を頼って岡崎城主に復帰しましたが、松平一族は、今
いまがわ

川方・織

田方とそれぞれにわかれて、骨
こつにく

肉の争いを展開しました。天文９年（1540）に

織田信
のぶ

秀
ひで

が安城城を奪い、城代として織田信
のぶ

広
ひろ

( 信
のぶなが

長の兄 ) を置きました。し

かし、天文 18 年（1549）に今川軍の攻撃によって落城し、信広も捕らえられ、

当時織田方の人質になっていた竹
たけ

千
ち よ

代（徳川家康）との人質交換を経て、今川

の将が城を預ることになります。永禄３年（1560）、桶
おけ

狭
はざ

間
ま

の戦いで西三河か

ら今川が撤退すると、水野信元の勧めをもって、信長と家康の「清
きよ

洲
す

同盟」が

結ばれました。これにより安城城は廃城となり、松平・織田・今川の西三河前

線基地攻防の地としての歴史を閉じました。現在、本丸跡に大
だい

乗
じょう

寺
じ

、二の丸跡

に八
はちまんしゃ

幡社、その中間に安城城攻防戦で活躍したという善
ぜん

恵
え

坊
ぼう

の碑や、亡くなっ

た女性を葬った姫
ひめ

塚
づか

があります。また、大乗寺には安城松平４代城主の位
い

牌
はい

が

安置されています。

《城址》⑫ 安
あ ん

祥
し ょ う

城
じ ょ う

址
し

（安城城） 

　　　　　　　　（昭和 36 年 10 月１日 市指定）

　天文９年（1540）、安城城が織

田信秀、水野忠
ただ

政
まさ

に攻められ上条

の西のこのあたりは激
げき

戦
せん

地
ち

となり、

多くの兵が討死にしました。後に

安城城をめぐる合戦の戦死者を弔
とむら

うため十三塚が築かれ、その中の一

番大きな塚を富士塚と呼ぶようになったといわれています。今でも、

戦
いくさ

のあった６月６日には供養の人がお参りに訪れています。

　《古戦場》

⑪ 富
ふ じ

士塚
づ か

 （昭和36年10月１日   市指定）

　天文 18 年（1549）３月、松平広

忠が暗
あんさつ

殺されたのを機に、松平軍

は今川軍と共に安城城奪回の戦を

しました。先
せんぽう

鋒をつとめた松平軍

の主将本多忠高は、時の安城城代織田信
のぶ

広
ひろ

を本丸近くまで追いつめま

すが、敵の矢に当たり討死にしたといわれています。大
おおがめ

亀が背
せ お

負うこ

の墓は、寛政９年（1797）に子孫である岡崎藩主本多忠顕により、戦

死したこの場所に建てられました。

　《古戦場・墓碑》

⑬ 本
ほ ん

多
だ

忠
た だ

高
た か

墓
ぼ ひ

碑
 （昭和36年10月１日   市指定）

　高木氏は清
せい

和
わ

源
げん

氏
じ

の流れをくむ

一族で、その子孫で尾張緒
お

川
がわ

衆の

高木清
きよ

秀
ひで

は水野信
のぶもと

元に従い三河一

向一揆で徳川家康側について軍功

をあげ、家康からむかし高木氏が持っていたという名田を与えられま

した。永禄７年（1564）、この地に屋敷を構えたといわれ、天正 18 年

（1590）に家康の関東移封に伴いこの地を離れ、相模国などに５千石の

領地をもらいました。

　《発祥地》

⑧ 高
た か

木
ぎ

氏
し

発
は っ

祥
しょう

の地
ち

 （昭和40年10月１日   市指定）

　安城城が織田方の手にあり、岡

崎城に松平広
ひろ

忠
ただ

がいた頃、松平信
のぶ

孝
たか

（広忠の叔父）は広忠に仕えて

いましたが、勝手に所
しょ

領
りょう

を広げる

などしたため広忠と対立することとなりました。天文 12 年（1543）に

信孝は織田方につき、山崎城（大岡城）を築いたとされています。現在、

神明社の北側に塀が残っており、当時の姿をよくとどめています。

　《城址》

⑩ 山
や ま ざ き

崎城
じょう

址
し

（山崎神明社）

 （昭和40年10月１日   市指定）

　保科正直は、もとは武田氏に仕

えた信
しな

濃
の

国高
たかとお

遠城主でした。本
ほん

能
のう

寺
じ

の変（1582）後、一時期北条氏

に属しましたが、天正 12 年（1584）

の小牧・長
なが

久
く

手
て

の戦の頃に徳川家康に属し、家康の勧めで妹
いもうと

婿
むこ

になり

ました。これをきっかけとして山崎村に館を置いたとされますが、詳

細はよくわかっていません。

　《館址》

⑨ 保
ほ

科
し な

正
ま さ な お

直邸
て い

址
し

（正法寺）

 （昭和40年10月１日   市指定）

　平安時代、極楽坊の門前広場に設け

られた市場の守護神として祀られた

ものといわれています。

　昔、この場所から清
し

水
みず

が湧き出したといわれ、弁財天を農業神とす

る信
しんこう

仰からか、稲作灌
かんがい

漑の用水としても使われていました。現在の堂は、

明治 36 年（1903）に建てられたものです。

　《市神》

③ 西
に し

尾
お

辨
べ ん

財
ざ い て ん

天
 （昭和46年３月10日   市指定）

　元禄 11 年（1698）、旗本久
ひさなが

永内
ない

記
き

信
のぶ

豊
とよ

が、碧
へきかい

海郡安城村、同郡米
よね

津
づ

村、

加
か も

茂郡加
か

納
のう

村、同郡三箇村に 4,354 石

を知
ち

行
ぎょう

しました。その出先の役所を陣屋といい、安城陣屋は安城村に

設けられたものです。はじめは、現在地より南の台地の突端にありま

したが、その後移転し、明治維新まで使われていました。

　《陣屋跡》

④ 安
あ ん

城
じょう

陣
じ ん

屋
や

跡
あ と

　
 （昭和43年４月１日   市指定）

　天文９年（1540）、織田信秀と水野

忠政が安城城を攻めました。この時、

松平康
やす

忠
ただ

（安城城代松平長家の甥）は

援軍として駆けつけ、水野軍と交戦し撃退しましたが、討死にしたと

いわれ、康忠を葬った所は東条塚、討死にした兵士を葬った所は千人

塚と伝えられています。

　《古戦場》

⑤ 東
と う

条
じょう

塚
づ か

・千
せ ん に ん

人塚
づ か

　
 （東条塚/昭和36年10月１日  市指定）

　三河三白山の一つである本社は、

もとは大市社と呼ばれる大
おおいち

市郷
のさと

の

鎮守神であったといわれています。

慶長８年（1603）、征
せい

夷
い

大将軍となっ

た徳川家康は社領 50 石を寄進し、本社の神宮寺であった神
じん

光
こう

寺
じ

を開基

した米津盛円を祭祀にあたらせました。

　《社寺》

⑦ 上
じょうじょう

条白
は く さ ん ひ め

山媛神
じ ん

社
じ ゃ

 （昭和43年４月１日   市指定）

切岸 善恵坊碑 姫塚 虎口跡

南曲輪への通路

隅櫓跡（南）

隅櫓跡（北）

三の丸跡

二の丸跡（八幡社）

本丸跡（大乗寺）

　明法寺は、文亀元年（1501）、本願

寺から下付された阿
あ み だ

弥陀如
にょらい

来絵像 ( 方
ほう

便
べんほっ

法身
しん

尊
そんぞう

像・市指定 ) を所蔵する真宗

大谷派の寺院です。親
しんらん

鸞聖
しょうにん

人が描かれた西本願寺の国宝「安
あん

城
じょう

御
み

影
えい

」

の一つが、もとはこの明法寺にあったのではないかとの伝えがあり、

境内地には石像が建てられています。また、樹高 20 ｍ、推定樹齢 350

年のイブキ（市指定）があります。

　《社寺》

⑭ 明
みょう

法
ほ う

寺
じ

　天文 14 年（1545）９月、松平広
ひろ

忠
ただ

は安城城奪還をめざして、有利に兵を

進めますが、安城城に達した頃、尾張

からの織田信
のぶ

秀
ひで

の援軍に挟
きょう

撃
げき

され危機

に陥ります。本多忠豊は主君広忠を救うため、その身代わりとなって

敵中に突撃し、この地で討死にしたと伝えられています。その場所に

寛政６年（1794）、墓碑が建てられました。

　《古戦場・墓碑》

⑱ 本
ほ ん

多
だ

忠
た だ

豊
と よ

墓
ぼ ひ

碑
 （昭和38年10月１日   市指定）

　安永８年（1779）、安城村の庄屋

中川覚右衛門は不
ふ

作
さく

に苦しむ村民

のため、領主久
ひさなが

永氏に年
ねん

貢
ぐ

の減免

を願い出ますが許されず、郷
ごうぐら

倉の

中で血
けっしょ

書を残し自
じ

決
けつ

しました。その後、その年貢は減免されることに

なり、いつしか覚右衛門は安
あんえい

永の義民と称されるようになりました。

　明法寺には墓碑が、大乗寺には頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

が、極楽寺には忠孝塔が建て

られました。また、大乗寺北の門前の石碑のあるあたりが郷倉があっ

たところで、覚右衛門が自
じ

刃
じん

した場所であるといわれています。

　《墓碑》

⑮ 中
な か が わ

川覚
か く

右衛
え

門
も ん

墓
ぼ ひ

碑
 （昭和43年４月１日   市指定）

　そのむかし、この安城村一帯は海に近く、井戸を掘っても良い水

は出ませんでした。しかし、北西の丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

に良い水が出るとわかる

と、周辺にいくつかの井戸が掘られ、いつし

か「七つ井」と呼ばれるようになりました。

なかでも筒井は特に良い水が出たといわれ、天文 18 年（1549）、織田と今川間

の人質交換の和
わ ぎ

議が整い、竹
たけ

千
ち よ

代（徳川家康）が岡崎に帰る途中、安城城に立

ち寄り、この井戸の水を飲みました。その時、竹千代は「ぜひこの水を持って

帰りたい」と言い、竹の筒に入れて持ち帰ったといわれ、それが筒井の名の由
ゆ

来
らい

であると伝えられています。また、筒井は安城城歴代城主の茶の湯として使

われたともいわれ、この筒井のみが市の指定になっています。現在、七つ井の

うちのどれも使うことができず、石碑が残るのみです。

　《井泉跡》

⑯ 七
な な

つ井
い

 （筒井泉／昭和43年４月１日 市指定）

中井

筒井

浅黄井風呂井梅井桜井柳井

　平安時代、常
じょう

福
ふく

寺の門

前に守護神として祀
まつ

られ

たといわれています。ご

神
しんたい

体はエビス石と大黒石

と呼ばれる２つの自然石で、大黒石は以前、中
七 つ 井

井の横の道路

に置かれており、市場の位置を示したものといわれています。

　《信仰地》

⑰ 安
あん

城
じょう

市
いち

場
ば

神
がみ

（大
だいこく

黒石・エビス石）

 （昭和40年10月１日   市指定）

大黒石 エビス石


